
新潟中央短期大学 卒業生動向アンケート調査結果 

 

■対象：５５件（202５.3卒業生就職先） 

■回答：３６件 





 

 

 

【Q9】Q8 において、選択した理由を、可能でしたら、御記入ください。 

2６件の回答 

困難に立ち向かう気持ちをしっかりと持っていること。 こどもを好きな気持ちが仕事の様子から伝わってくるところ。 

勤務態度がよく、周りの職員とコミュニケーションをとりながら前向きに仕事に取り組んでいる。 

勤務態度も真面目で、素直で、周囲に気遣いができること。子どもとの関わり等上手くいかないこともあるが、同僚

と協力しながら前向きに取り組む姿勢。 

業務には前向きに取り組む姿勢が見られる。一方で、保育実践の幅を広げ、専門性や保育の質を高めるための自

己研鑽については、さらなる意識向上が期待される。記録等の作成に課題があり、子どもの姿や発達、個々の育ち

を捉える視点についても、より深い見取りにつなげていく必要がある。 

社会人として必要な一般常識やマナーを身につけおり、向上心があり今後の成長が期待できる。 

職員同士のコミュニケーション能力が高く、職場になじもうとする姿が良いと思います。遊びの重要性、遊びとは、遊

びについてより知識があると仕事の幅が広がっていくと思います。 



コミュニケーション能力や仕事に対する姿勢等今の学生は低いように思われる。個人差はもちろんあると思います。 

まだ経験は浅いですが、１歳児のリーダーとして、さまざまな年齢や経験年数の職員がいる中で大変なことも多く、

負担も大きいのではないかと思いますが、とても頑張ってくれています。 

コミュニケーションをとろうとする姿勢が見られない。分からないなりの努力が見られない。同時に 2 つのことができ

ない。子どもを引き付けることが難しい。言動にとにかく時間がかかる。報告、連絡、相談ができない。製作準備な

ど丁寧さ(正確さ)に欠ける。 

性格の良さ、まじめさが基本にあるので、素敵な保育士になると思う。これから経験を積んで子どもの理解、保育の

楽しさを学んで欲しい。 

学生のうちに専門的な知識だけでなく、一般的な知識やマナーなどを多少なりとも知っていて欲しかった。 

初年度の気付き、失敗を繰り返さないよう、2年目は努力している様子が見られるので、今後に期待している。 

日々、仕事に対する緊張感が感じられ、真面目に取り組む姿がある。 

明るく素直に謙虚な姿勢で仕事に取り組んでいる。わからない所、困ったことなどを自ら発信したり、積極的に声を

出して協力しようとする姿勢があり、他の職員からも信頼を得ている。また、子ども達にもほがらかに丁寧に関わり、

信頼関係を築いている。 

勤務態度は良いがコミュニケーションにかける、他の職員との会話が難しい。 いろいろなものを感じ取る力が弱い 

熱意をもち一生懸命働いてくれているから 

一生懸命業務を行う姿が見られるため 

本人なりにいろんな場面で頑張っている姿がみられるので。 

笑顔で欠席も少なく業務にあたってくれているため 

学ぶ力があり子どもたちのために！という思いをしっかり持ち合わせてくれています 

体調管理がしっかりでき、ほぼ休むことなく勤務できていること。少々、積極性には欠けるが、自分のやるべきことを

しっかりとやり遂げ、困ったときには、SOS を出すことができているため。 

自分の意見を伝えることもでき、保育の環境作りなど、工夫しながら、頑張ってます。 

保育に積極的に取り組む姿勢がみられ、コミュニケーション力もあるため。 

日々の保育を振り返りながら、一生懸命頑張っている。 

本人の努力が感じられる。 

保育の改善のため、アドバイスや改善方法を指導している時の聞く姿勢が、他人事のように聞いているようにみえ

る。自ら学ぼうとする姿勢がほしい。 

 



 

【Q11】新潟中央短期大学では、本学の「建学の精神・教育目標・３ポリシー」に基づき、学生への教育・

指導にあたり、より一層保育者養成に力を入れて取り組んでおります。この内容について御意見等ござい

ましたら、御記入ください。（自由記述） 

７件の回答 

特にありません。今後もよろしくお願いします。 

保育者には、子どもの姿を丁寧に観察し、発達や興味・関心を捉えた上で環境構成や援助を考える力が必要

です。特に、子どもの姿を記録し、そこから育ちや課題を読み取り、次の保育につなげる力について、養成段

階から実践的に学ぶ機会があるとよいと感じます。 卒業後も卒業生のことを気にかけていただき、また、保

育現場の意見を聞く機会を設けていただきありがとうございます。こうした機会を通して、養成校と現場がつな

がり、よりよい保育者の育成につながっていくことを期待しています。  

Q10 のとおり、社会人として基本的な一般常識や教養等をしっかり身に着けていただきたい。 

アドミッションポリシーが欠けている学生(または適職であるかも含め)に対して、大学側の具体的なアプローチ

体制の強化。 

退職された久保田先生には、これまで大変お世話になり、心より感謝しております。 ご退職後も卒業生との

つながりを大切にされ、相談に乗ってくださったり、親身にアドバイスをくださったりする先生方がいらっしゃるこ

とを、大変心強く感じております。卒業後もこうして卒業生を温かく支えてくださることは、園としてもありがたく

感じています。 今後も、子どもたちの健やかな成長を支える保育者の育成において、貴校と連携させていた

だけましたら幸いです。引き続き、どうぞよろしくお願いいたします。 

保育者になったあとも学び続ける気持ちは大切であると思います。当園でも 10月、2月に保育者が 1年の

保育についてパワーポイントで説明する場面があります。有識者、園長や保育関係者も来られます。それに



耐えられるような保育の視点や、日々の振り返りができるように、就職してからも努力し続けることが大切であ

ると思います。また、他者と協働して取り組もうとする気持ちは大切だと思います。  

地元自治体との連携により、地元への就職につながる教育を希望します。 

 

 

以上 


